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図表1の通り、A 方式（文字解説資料）よりも B 方












































































• 初級簿記Ⅰ / Ⅱ…日商簿記3級程度の内容
• 中級簿記Ⅰ / Ⅱ…日商簿記2級程度の商業簿記
• 上級簿記Ⅰ / Ⅱ…日商簿記1級程度の商業簿記









































































































































オンラインでの授業はどうでしたか 4.7 4.5 4.6
授業資料の内容はどうでしたか 4.2 4.3 4.4
授業資料の量はどうでしたか 4.5 4.0 4.2
課題の難易度はどうでしたか 4.4 4.2 4.2
課題の量はどうでしたか 4.2 4.4 4.4
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見が多かった。
次節では、本稿の総括を行うとともに、これらの点
について若干の解釈を加え、今後の展望について述べ
ることとする。
おわりに5
本稿ではなぜ D 方式による授業の満足度が低くな
るのかという問題意識を出発点として、筆者が担当し
た簿記科目である初級簿記Ⅰ及び中級簿記Ⅰ / Ⅱにお
けるオンライン授業の取り組みを紹介し、各授業で実
施されたアンケートについて検討を加えた。
その結果、定量的な評価においてはオンライン授業
においても高いスコアが出ている一方、記述形式によ
るアンケートにおいて学生が感じているオンライン授
業に対する率直な印象を伺い知ることができた。具体
的には、まだ対面授業を経験していない1年生につい
てはオンライン授業に対してネガティブな記述をして
いる傾向にあり、2年生以上についてはオンライン授
業に対してポジティブな記述をしている傾向にあるこ
とがわかった。
なぜこのような傾向となるかについては様々な解釈
の余地が残されている。これらの傾向は、簿記科目特
有のものであるかもしれないし、担当教員に起因する
ものであるかもしれない。ただ、各授業の定量的なス
コアが高い傾向にあったことから、特に対面授業を経
験していない1年生はオンライン授業全般に対して、
少なくとも潜在的にはネガティブな認識を持っている
ことを示唆しているのかもしれない。それは、対面授
業ではなくなったことによる喪失感であるかもしれな
いし、大学への期待の裏返しとも捉えることもできる。
このことを本稿冒頭の問題意識に結びつけて解釈する
とすれば、対面授業に一番近いはずの D 方式におい
て、他の方式より高い学生の期待に応えきれなかった
結果ということを示唆しているのかもしれない。
もちろん、本稿で得られた示唆は限定的であるため、
オンライン授業に対する学生の反応についてはより精
緻な検討が必要となる。その結果を踏まえた上で、オ
ンライン授業を設計していく必要があろう。今後、本
学としてもオンライン授業は、単に対面授業をオンラ
イン化した授業にとどまることなく、オンラインであ
ることのメリットを活かし、デメリットをカバーする
ことのできる授業設計を行っていくべきであると考え
る。
図表４　各学年におけるワードクラウド
１年生 ２年生以上
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